
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュース 
2017 年１１月発行 問い合わせ：広川町建設課 0943-32-1157 

プログラム 

１．開会  

２．振り返り  

３．子どもの遊び場の場所 

４．チルドレンズパーク２ 

５．閉会 

 

１０月２８日１４時から役場３階大会議室で、１６人のワー

クショップ委員による「子どもの遊び場ワークショップ３」を

開催しました。まず９月２３日に開催したワークショップ２の

振り返りを行い、「広川チルドレンズパーク１」で分かったこ

と、今後の遊び場づくりに活かすアイデアを確認しました。 

 次に子どもの遊び場の基本理念について話を行い、ビジョン

づくりに大切なことを話しました。その後、場所選びに必要な

ことを意見交換しました。最後にチルドレンズパーク２でやっ

てみたいことを出し合いました。 

 

●子どもの遊び場づくりで大切にしたいこと、ビジョンについて考えました！ 

これまでのヒアリングやワークショップを振り返って、子どもの遊び場作りで大切にしたいことに

ついて考えました。遊具で遊ぶのではなく人と自然との関係で遊ぶ、子どもたちの生きる力を育むた

めには保護者や地域住民が子どもをのびのびと自由に育てることの意義やリスクについての考え方を

共有し、子どもたちのチャレンジを見守る環境づくりが必要だということで話が盛り上がりました。

大人向けの子育て環境づくりが必要なようです。 
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●４箇所の「子どもの遊び場」候補地について、意見交換しました。 

●実証実験「広川チルドレンズパーク２」のアイデア出しをしました！ 

子どもの遊び場候補として、最初に善蔵塚古墳公

園が紹介されました。公園の広さ・山や川が近くに

有って自然環境は良いという意見がある一方、人目

がないので安全性が低い、公園までの道路が狭い、

名前は知っているが行ったことがないという意見

がありました。  

 次に古賀区農村広場が紹介されました。子育て支

援センターやいこっとの傍にあるので、人目があり

安全、いこっとの休憩スペースやトイレを利用でき

る、交通事情が良い、駐車場が大きいという意見が

ある一方、自然環境を利用できない、地形の変化に

乏しい、場所は知っているが古賀区の所有地なので

馴染みがないという意見がありました。 

 ３つ目は竜光寺公園ですが、誰もが一度は行った

ことがあるようで認知度が高く、交通の便、駐車場

も問題がないようです。池や小高い丘が有り自然や

地形の変化は楽しめそうです。一方、トイレ・休憩

所はあるが古い、見通しが悪く、不審者がいるなど

安全性には問題があるようです。  

 最後に産業展示会館とグリートパークが紹介さ

れました。産業展示会館はこれから改修工事が始ま

り、屋根付きイベントスペースやフードスペース、

屋外トイレが新設されます。そこで、グリートパー

クの南端周辺を整地し、産業展示会館と一体化する

提案がされました。グリートパークは自然豊かなの

で休憩所やトイレが新設されれば、人目も多くなり

安全性が高まる、認知度も高く交通事情も良いと、

一体的な改修に期待する声が多くありました。 

 

  

 

 

１１月２６日（日）古賀区農村広場で開催予定の「広川チルドレンズパーク２」の企画アイ

デアを考えました。各自、やってみたいことを３つ書き、事務局のアイデアと合わせて話をし

ました。今後、みなさんの意見を参考に、プログラムを考えることになりました。 

 

 

・食べ物（カフェ・軽食・焼き芋・ソーラーパン） 

・遊具（トランポリン・滑り台・ボルダリング） 

・砂場（泥んこ遊び・巨大砂山・キネティックサンド） 

・ダンボール（迷路・ハウス） 

 

・昔遊び（しゃぼん玉・ビー玉・コマ・水鉄砲・竹とんぼ・金魚すくい） 

・ボール（ボールプール  ・広場（雪・木の葉） 

・モノ創り（落書き・丸太切り・青空アート・まが玉・サンタレター 

      紙風船） 

【出されたアイデア】 


